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スーパーコンピュータシステム
ITOの概要

…
インターコネクト

フロントエンド

バックエンド ストレージ

実効容量24PB
サブシステムA
(2,000nodes)

Intel Xeon Skylake-SP x 2

サブシステムB
(128nodes)
Intel Xeon Skylake-SP x 2
NVIDIA Tesla P100 x 4

ログインノード
(2nodes)

基本フロントエンドノード 大容量フロントエンドノード
384GB RAM
x 160ノード

12TB RAM
x 4ノード

… … … …
6.9PF 3.0PF
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ITOの狙い
対話的な利用環境の強化
◦ フロントエンドサーバの拡充

◦ Web予約システム Fujitsu UNCAI

データサイエンス分野の利用支援
◦ 最新GPU導入
◦ 関連ソフトウェア導入

インターネットへの接続性向上
◦ パブリッククラウド連携

◦ Rescale Portal
◦ Web / NATサーバ
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既存システムからの変更点
バックエンドサーバ
◦ 総理論演算性能： 5.6倍

計算機名 Fujitsu 
FX10

Fujitsu CX400 HITACHI 
HA8000

HITACHI 
SR16000

ITO

総理論性能 0.272PF 0.966PF 0.712PF 0.0082PF

10.43PF
CPU 7.72PF 
Acc 2.71PF

1.958PF
CPU 1.290PF
Acc 0.668PF

ディスク容量 0.23PB 4PB 3.5PB 0.55PB

24.6PB8.28PB
フロントエンド 2台 2台(ログインノード)

+ 5台(可視化ノード)
2台 -

160台(基本)
+4台(大容量)11台

アクセラレータ 1.31TF x 32基、
1.17TF x 354基

1.0TF x 210基 5.3TF x 512基
ノード当たり
メモリ量

32GB 128GB 256GB 16TB

192GB～12TB32GB ～ 16TB

x 5.3

x 2.9
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フロントエンド



サブシステム A



サブシステム B



ストレージ



インターコネクト



ソフトウェア



フロントエンド
予約システム
Webで予約
◦ ホストタイプ

◦ 基本 or 大容量
◦ ベアメタル or 仮想ホスト

◦ 利用開始・終了時刻
◦ ホスト数
◦ OSは今のところ Linux 1種類

予約ホストへのアクセス
◦ プライベート IPなのでログインノード ito.cc.kyushu-u.ac.jp 経由

◦ アドレスは、ホストの準備完了時にメールで通知

ストレージ
◦ ホームはバックエンドやログインノードと共有
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パブリッククラウド連携
連携先クラウドサービス：
◦ Amazon Web Service, Microsoft Azure

Rescaleポータル経由で ITOを利用
◦ ITOの認証：Google Authentication
◦ ITOの提供資源：フロントエンドの一部
◦ ITO以外の課金：利用者が直接支払い

◦ ネットワーク、ストレージも
◦ Rescaleから仲介業者を経由して請求

ITOログインノードからパブリッククラウドへのジョブ投入
◦ ITO混雑時等の利用を想定
◦ 課金は利用者が直接支払い（Rescaleポータルと同様）
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